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              シカゴ・リオデジャネイロ紀行 

 

○ プロローグ 

 

 今回の航空券、ホテルの取得は、かなり早く、昨年の１０月のチベット旅行前から、

取得していた。航空券が、安いと思って取ったのではあるが、１８万５千円以上と結構

高かった。シカゴも観光するので、ＥＳＴＡを申請しなければならない。これが、インタ

ーネットで、会社のパソコンでは、２、３日、何度も、トライしたが、中々、申請できず、

会社のシステム管理者のＳＧさんのパソコンで、申請してもらったら、一発で通った。

不思議である。次は、ブラジルは、ビザがいるので、ビザの取得であるが、ブラジル大

使館に、電話したら、ブラジル総領事館で申請するとのこと。ブラジル総領事館に電

話するも、これが、２，３日、何度掛けても、誰も出ない。インターネットで、『ブラジル

のビザの取り方』探して見ると、どうも、インターネットで申請用紙を打ち出し、写真を

貼って、ｅ-チケット、何と銀行の２５万円以上の『残高証明書』が、いるとのこと。私の

口座は、６月の、トロント・ハバナ旅行の航空券、ホテルも、取得していたので、残高

が、１１万円くらいしかない。昭島の私の口座をカミさんが、使っているので、残高証

明書を貰って来てくれと頼むと、何と、４５０円位しかないとの恐ろしい話。我が家は、

完全に、経済的に破綻しているのだろうか？ 仕方がないので、軍資金を大分使って

しまって残り少ない財形貯蓄から、１０万円を下ろして、手持ちの現金が、数万円有っ

たので、十数万円貯蓄し、給料の私の分の支払いが、丁度支払われて、残高が３０万

円くらいになったので、昭島の銀行で、残高証明取得した。（３，４日後郵送されて来

た。）ビザの申請は、平常日の午前中しかやってない。丁度、水曜代休（私は、水曜日

も休み）の金曜日の午前中、五反田のブラジル総領事館に行って、申請して来た。 

 一週間後に、また、パスポートを受け取りに行かねばならない。ビザを取るのは、３

日間の旅行なのに、大変である。苦手なカミさんへの報告は、リオデジャネイロに、行

くのに残高証明がいる話はしたが、日程などは、まだ、言っていない。私の誕生日が、

水曜休日（３月９日、何と６８歳だ！）で、見たかどうか不明ではあるが、この日に、シ

カゴ･リオデジャネイロの日程表を、私の部屋のドアに、貼り付けて、小金井へ孫の散

歩に出かけたが、生憎、途中から、雨が降り出し、散歩は、中止。昭島に帰って来て

市民会館で、リックに背負って持って来た本の読書後、買って来た弁当を食べる。午

後から、市民会館の空いている会議室を借りてＫさんと囲碁。日程は、以下の通り。 

 

１． ２０１６年３月１６日（水） 成田空港ターミナル２から、１７：２５分発ＡＡ１５４便にて、

シカゴ空港（ＣＲＤ，ターミナル５）へ、１５：１５分着。空港案内で、ホテルまでの行

き方教わって、Ｓｕｐｅｒ ８ Ｂｒｉｄｇｅｖｉｅｗ ホテルへ。この日は、シカゴ･カルチャ

ー・センターへ行って、シカゴの地図を貰って、シカゴ市内の回るコースを決める。 
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２． ３月１７日（木） シカゴ市内観光 

３． ３月１８日（金） 午前中：市内観光後、午後１時過ぎに、ホテルから、荷物を受け

取って、空港へ。シカゴ空港ターミナル３から、１６：４５分発のＡＡ３４２便にて、マ

イアミ空港へ。２１：５０分発のＡＡ９０５便にて、リオデジャネイロへ。翌日１９日（土）

７：１７分着。空港から、２０１８番のバスが、ホテルへ回るか聞く。回らなければ、２

０１５番バスで、セントロへ。地下鉄乗り継いで、Ｉｐａｎｅｍａ／Ｇｅｎｅｒａｌ Ｏｓｏｒｉａ

駅へ。駅からタクシーにて、Ｖｉｄｉｇａｌｈｏｕｓｅ ホテルへ。ホテル近辺の市内観光。

（海岸、植物園等） 

４． ３月２０日（日） リオデジャネイロ市内観光 

５． ３月２１日（月） 午前中、市内観光、ホテルへ預けた荷物を、午後３時過ぎに、取

りに行って、空港へ。空港、ターミナル２から、２０：２０分発、ＡＡ９０４便にて、マイ

アミ空港へ。翌日２２日４：２５分着、同空港、６：５０分発のＡＡ１２８７便にて、シカ

ゴ空港へ、９：１７分着。シカゴ空港ターミナル３から、１１：５５分発ＡＡ８４０４便に

て、成田へ。翌日２３日（水）１５：１０分着。 

 

○ ３月１６日（水） シカゴへ 

 

 昨日から、長女と孫の真央が、泊まりに来た。ブラジル行きを聞きつけて、ジガ熱を

心配してくれたらしく、虫刺され防止薬のティシュを、“絶対に、蚊に刺されないで！”

とプレゼントしてくれた。出発は、昼過ぎなので、午前中は、真央と団地の公園の散歩

と玩具欲しさの“ハッピーセット”のマクドナルドへ。 

 リオデジャネイロは、３０度近くあり、夏服、３日分、シカゴと帰りの冬服の３日分用意

してリックに詰め込み、今回は、昭島－神田－日暮里－成田空港第二ビルへ。午後

の三時半には、空港出発ロビーに着いた。米国ドルに、二万五千円、ブラジル・レア

ルに、三万五千円換金した。“１レアル、大体４０円ですね！”と換金の際の叔父さん

が教えてくれた。 

 成田からシカゴまでのフライトの隣の座席には、広州だったかの３３歳の中国のお兄

ちゃん（蔡家潤さん）と隣り合わせた。中国語だったか、英語だったか忘れたが、張家

界、九賽溝の紅葉とブルーの川の流れ、秋の万里の長城は、当時は、青空が、綺麗

だった等話した。 

 不思議な感じである。長いフライトであったが、成田を出発したのは、夕方の１７時

半頃なのに、シカゴ空港に着くと、時間は、３月１６日（水）の１５時過ぎで、まだ明るい。

空港のインフォーメーションの叔父さんに、ホテルのプリント見せると、即座の“Ｅコー

ナーから出て、タクシー！”と教えられた。タクシー乗り場は、行列が出来ていた。並

ぶのが、嫌いなのが、災いして、つい、インド人の白タクの呼び込みに、着いて行って

しまった。途中で止めようと、タクシー乗り場に戻ろうとすると、“同じ、同じ！”と繰り返
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す。“大体幾らか？”聞くも、“メーター、メーター”、繰り返す。乗り込むと、メーターが

無いので、メーターがないというと、スマホに、メーターがついているとのこと？ 中国

では、ぼられるのに慣れていたが、アメリカでは、ぼられたことが無かったので、つい

乗ってしまったが、ホテルに着いて、１５０ドルには、流石に、ぼっているのが分かって、

“ベーリィ、エックスペンシブ！”と言っても、“１００ドル！”と言っても、頑として安くな

らないので、ホテルの・フロントマンと３人で、ナゴシエーションしようとホテルに、イン

ド人ドライバーと入って行ったが、何と、フロントマンは、優しそうな太った叔母さん。

全然、味方になってくれず、渋滞もあるし・・・とか、私の“タクシー会社に電話して相場

を確認してください！”と言っても、掛けてもくれず、今思えば、“ポリスを呼んでくださ

い！”と頼めばよかっただろうが、（そうすれば、インド人ドライバーも折れて、７５ドル

ぐらいにはなっただろうが・・・）後の祭りで、手持ちドルが、２１６ドルしかないのに、結

局１５０ドル払わされてしまった。ホテルでは、両替は出来なく、一番近くは、ミッドウェ

イ空港とのことで、公共交通を聞くとバスが、ミッドウェイ空港まで走っているとのこと

で、グーグルで、ホテルからミッドウェイ空港、更には、地下鉄でのシカゴ・カルチャ

ー・センターまでの行き方の行程表打ち出してくれた。（実際は、行き先を間違って、

ジャパン・カルチャーセンターだったが・・・、シカゴ・カルチャー・センターへは、ミッド

ウェイ駅から、オレンジラインで、ランドルフィ駅で降りればよいこと分かった。）バス

停は、ホテルの直ぐ近くで、ウロウロ探していたら、フロントの叔母ちゃんが出て来て、

ここですと、教えてくれた。少々待ったが、風が強くて、冷たく寒いし、今日は、機内食

を何度も食べたので、夕飯は、止めにして、近くのコンビニで、ビ－ルとつまみを買っ

てきて、早々に寝ることにした。それにしても、インド人ドライバーには、頭に来た。後

で、フロントで聞くと、５０数ドルくらいが、相場とのこと、１００ドルも損をした。 

 

○ ３月１７日（木） シカゴ市内観光 

 

 朝風呂にしようと、広い部屋で柔軟体操後、お風呂の蛇口を回すが、水も、お湯も

出ない。（帰って来て、修理を頼んだのに、同じだったので、フロントのお姉さんに、来

てもらったら、蛇口を一旦、強く引いてから、回さなければ、お湯が、出ないのが分か

った！）仕方がないので、洗面所のお湯は出るので、お湯を絞ったタオルで、体を拭く

だけにした。朝食は、６時からなので、６時過ぎに、一番乗りして、食パンを焼いて、ジ

ャムとバターで、ヨーグルト、リンゴジュース、コーヒー、ゆで卵、最後に生のオレンジ

の皮を剥いてと、それなりに良く食べた。 

 フロントで、黒人のお姉ちゃんに、ミッドウェイ空港まで歩いて行けるか聞くと、即座

に、無理とのことで、タクシーにしたらとのこと。このお姉ちゃんの話では、ミッドウェイ

空港まで、１８ドルとのことだったので、一旦部屋に戻って、外出の用意をして、いつ

の間にか替わっていたフロントのお姉さんに、タクシー呼んで貰ったら、乗ってから、
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しばらくして、値段聞くと、何と、３８ドルとのこと！１８ドルと聞いていると話したら、俺

は、シカゴのドライバーだからとか何とか、訳の分からない話をする。ドライバーは、盛

んに、ダウンタウンは、すりや、物取りと危険だから、タクシーが、一番安全強調する

し、ミッドウェイからの帰り、また、明日の国際空港までのタクシーも、呼んでくれと、電

話番号を書いた紙をくれたが、ここは、“ノー、チェンジ！”と４０ドル払って降りたが、

バッカヤロー、誰が、呼ぶものかと、バスの乗り方覚えることにした。（片道、２ドルと

すごく安い。）  

 ミッドウェイ空港では、当然、換金できるものと思っていたが、空港の係員に聞くと、

航空券を持った人しか、空港内の換金所に行けないとのこと・・・・。おっと、さっきのタ

クシーに、４０ドル払って、手持ちは、数ドルしかない！・・・・料金売り場に、銀行自動

窓口のようなものあるので、クレジットカード入れてみたが、残高不足とカードが出て

きた。これは、銀行カードのみのマシンのようだ！ 近くの係員に、切符の買い方教わ

って、焦る気持ちを抑えて、ダウンタウンのシカゴ・カルチャー・センターの近くのラン

ドルフィ駅まで、地下鉄で、行くことにした。 

 ランドルフィ駅を降りると、直ぐに銀行があったので入る。この銀行は、両替はやっ

てなくて、向かいのＣｈａｓｅ銀行は、やっているとのことで、入る。銀行のお姉さんの話

では、両替には、何か、書類を書く必要がとのことで、クレジットでの換金は、可能か

聞くとＯＫとのことで、クレジットで、手数料が高いが、２００ドル下ろした。 

 シカゴ･カルチャー･センターは、直ぐ分かって、早速、シカゴ・マップを貰ったが、地

下鉄・バス・列車のマップで、観光巡りようには、余り役に立ちそうに無いので、持って

来た“地球の歩き方、アメリカ編”のシカゴの欄の地図で、回るコースを、センター・ホ

ールの自由机に座った決めることにした。 

 

   

（泊まった“Ｓｕｐｅｒ ８ Ｂｒｉｄｇｅｖｉｅｗ”Ｈｏｔｅｌ）   （シカゴ・カルチャー・センター） 
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 まず、地下鉄駅に戻って、地下鉄の一日券を１０ドルで買って、帰りの“Ｏ‘Ｈａｒｅシカ

ゴ国際空港までの乗換駅（Ｃｌａｋｅ Ｌａｋｅ駅）まで、行って見た。ここから、ブルー･ラ

インの最終駅が、空港だ。まあ、行ってみる必要はなさそうなので、もう一度、ランド

ルフィ駅まで戻って、ミレニアム･パークを見に行くことにした。 

 

  

（ミレニアム:パークの回りのビル） （モニュメント？） 

 

  
 

  

（野外ホール？）             （この先、シカゴ美術館） 
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 ホテルまでの往復を覚える為に、ミッドウェイ駅まで戻って、バスで、ホテルまで戻

ってみることにした。ミッドウェイ空港駅での黒人の係員のお姉ちゃんに聞くと、”３７９

番バス“は、毎時１０分、４０分に、出るとのこと。丁度、１０分発の３７９番バスが来た

ので、ホテルの叔母さんに貰ったＧｏｏｇｌｅ Ｍａｐのホテルの住所を大きな黒人叔父

さん運転手に見せて、ここで降りたい旨伝え乗り込んだ。降り方覚えようと周りの乗客

を見ていると次ぎ止る停留所等が、何処にも、ディスプレイされる訳ではないが、慣

れている乗客しか乗らないらしく、自分の降りたい停留場に、近づくと、ストップ・ボタ

ンの紐を引いて、次々と降りて行く。私の降りたい場所は、全然、検討も付かないので、

心配になって、次の停留所か、運転手に聞きに行くと、まだまだとのことで、運転手の

近くの席に座っていたら、次だと教えてくれた。降りると、通りの向こうに、ホテルの看

板が見えたので、一安心。 

 停留所の近くで、偶然、日本語が聞こえてきた・・・、日本人と話すのが久し振りだと

言う小学校前のお姉ちゃんと男の子を連れた若奥様に、出くわした。この辺では、日

本人は、全然居なくて、旦那さん以外の日本人と話すのは、久し振りとのこと。また、

移動は、何時も、旦那の車で、バスには、乗ったことが無いとのこと。近くに、市民会

館のような施設が有り、良く行っており、バスのタイムテーブルあるらしいので、一緒

に貰いに行って見たが、残念ながら、３７９番のバスのタイムテーブルは、無かった。

写真を撮って送りましょうと言ったが、残念ながら、スマホ世代で、ＰＣは、余り使わな

いとのことなので、”元気に駐在、頑張ってください！“と別れた。 

 

  

（停留所で偶然出くわした日本の駐在家族） （昼食を食べたミラーズ・バー） 

 

 ホテルに戻って、フロントで、バスの時刻を聞くと、直ぐ来るらしいので、停留場で待

った。黒人のお兄さんも、バスに乗るらしく、聞くと、学生で、これから、学校に行くらし

い。彼は、途中のＫマートのスーパーマーケットの前で降りていった。 

 再度、ミッドウェイ空港から、レッドラインで、地球の歩き方の出ている“ミラーズ・バ

ー”の近くのアダムス駅で降りると、ミラーズ･バーの看板が、目の前だったので、入る。 
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（年寄りボーイのお奨め料理）  （ミラーズ･バーの通り遠くトランプ・ビル） 

 

  

（トランプ・インターナショナル･ホテル） （リチャード･Ｊ・デイリー・センター） 

 

 ビ－ルとワインで昼食を楽しんだ後、アダムス駅で、若い白人のお兄ちゃんにトラン

プ・ビル見ながら、例の大統領候補のトランプ・ビルか聞くと、“そうだと！”のこと、“彼

は、大統領になるか？”と聞くと、“無理だろう。”とのこと。 

 歩いて、近辺のビル群街を見て回ることにした。 
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（リチャード･Ｊ・デイリー・センター） （センター前のピカソ作の彫像） 

 

  

（ジェームズ・Ｒ・トッムプソン･センター） 

 

  

（奇妙な内部） 
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（リグレービル） 

  

 

  

（チェイス・タワー） 
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（ウィルス・タワー）       （ルッカリー） 
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 高層ビルが、沢山聳えているが、ホテルには、明るいうちに帰ろうと、少し早いが、

近くのオレンジラインの駅から、ミッドウェイ駅まで帰ることにした。 

 ミッドウェイ駅からの３７９番のバスは、若いお姉ちゃんの運転手で、ここでも、ホテ

ルの住所書いた Google Map の住所見せて、ここで降りたい旨強調して乗り込んだ。

お陰で、ホテル近くに来た際、お姉ちゃん運転手から、もう一度、住所見せてください

と声が掛って、無事ホテルの前で降りられた。ホテル近くには、コンビニとマックしかな

く、疲れたので、マックでハンバーグとナゲットをテイクアウトして、コンビニで、ビ－ル

を買い込んで今日の夕飯とした。 

 ここで、部屋に戻って、お風呂を点検して、直ってないと勘違いして、フロントに下り

て文句を言ったら、お姉ちゃんが一緒に上がってきて、お風呂の水道蛇口を強く引っ

張ってから回せば、お湯が出るのが分かった。どうも、お湯の出し方、私が知らなかっ

ただけであった。ちょっと寂しい夕飯を食べて、少々、TV など見てから、何時ものよう

に、朝風呂にすることにして、早々に、ベッドにもぐりこんだ。 

 

○ ３月１８日（金） シカゴ市内観光、リオデジャネイロへ 

 

 早くから起き出して、柔軟体操、朝風呂、早い朝食を食べて、フロントで、バスの時

刻表教えてもらったら、９時２４分、５４分、１０時台も、２４分、５４分で、ミッドウェイ駅

発の１０分、４０分と連動していることが分かった。当初は、ホテルに荷物を預けて

少々市内観光と考えていたが、ホテルの往復は、時間が掛かるので、重いが、荷物

を背負って行くことにした。今日で終わりだが、バスの乗り方（地下鉄の乗り方も）は、

完全にマスターした。９時過ぎにチェックアウトして、２４分のバスで、ミッドウェイ駅へ。

地下鉄は、一日券の１０ドルにしようか迷ったが、どうせ、ドルフィン駅で一回降りて、
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それから、O’Hare 国際空港の二回の６ドルで済むので、３ドルの一回券にした。ドル

フィン駅で降りて、もう一度、シカゴ・カルチャー･センターへ。今日は、土曜日なので、

何かイベントがあるらしく、ホールの自由机は、角に片付けられていた。 

 

  

（シカゴ･カルチャー･センター・ホール） 

 

 昨日は、シカゴ美術館行ってなかったので行くことにした。今日は、土曜日で休みの

為か、入り口は、長い列が出来ていた。 

 

  

（シカゴ美術館） 

 

 並ぶのが嫌いだが、並んで、入場券をシニア価格で、１９ドルだったかで、入る。大

きなリックは、クロークに預けて、フラッシュなしなら、写真ＯＫなので、何時ものように、

鑑賞というよりは、写真を撮って回った。多分、全部は、回り切れなかったが、途中で、

クロークから、リックを戻して、帰ることにした。その際の、ちょっと印象的な写真を並

べます。 
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 まだ、撮った写真は、あるのですが、これくらいで。 

美術館に来る際に、ミレニアム･パークの中にレストランあり、入ることにした。 
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 レストランで、ビ－ル、グリル・チキンだったか食べて、少々、のんびり、一休み、後

は、地下鉄で、Ｏ‘Ｈａｒｅ国際空港に、行くことにした。乗換駅も、調べておいたので、

スムースに、空港駅に着いた。 

 

  

（パーク内のレストラン）           （隣り合わせた、シカゴのＢｉｌｌさん） 

 

 マイアミ行きの飛行機内では、元モービル社だったかの技術者の（ような）Ｂｉｌｌさんと

隣り合わせた。奥さんは、すでに、マイアミに行っており、これから合流するらしい。最

初は、先輩だろうと思っていたが、何と、私と同じ年のベビーブーマーの６７歳とのこと。

歩き方など、どうも年配者のように見えたが、見た目は、日本人は、若く見える点も有

るが、私の方が、若いような気がした。また、奥さんは、先生で、晩婚だったようで、娘

さん二人は、大学生か、社会人か忘れたが、まだ、二人とも、独身で、孫は、まだまだ

とのこと。私は、娘が３人で、皆結婚しており、孫が、４人居る等、また、マイアミには、

友人と、２，３年前に、行ったことがある等話した。（帰国すると、桜が満開で、何枚か

の桜の写真とリオデジャネイロの写真を送ったら、その後、お礼のメール返信が来

た。）空港に着いたら、トランスファーに、時間が掛かるといけないので、(シカゴ空港

では、私は、降りるだけだったが、トランスファーの日本人のヤンキー娘連れ（アメリカ

のミュージシャンの追っかけ）が、出国手続きに時間が、掛って、私は、係員に、頼ん

で見たらと助言したが、取り合ってもらなかったらしく、トランスファーに、次の飛行機

が間に合わないような状態を目にしていたので。) リックを背負って、彼より先に、

“プリーズ、エンジョイ、マイアミ！”“シー、ユー！”と別れた。しかし、そんなにトラン

スファーには、時間を取られず、スム－ズに、リオデジャネイロ行きの搭乗口に着い

た。マイアミ空港は、９時過ぎの飛行機で、リオデジャネイロには、翌朝の朝の７時過

ぎ着。機内では、ビ－ルも、ワインも、サービスがあり、ひたすら、飲んで、食べて、寝

て、を繰り返して、着きました。リオデジャネイロ空港。 
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○ ３月１９日（土） ビジガルのホテル（Vidigalhouse)へ 

 

 リオデジャネイロ空港は、７時過ぎに着いた。こちらは、夏だが、朝なので、まだ涼し

い。空港内で、夏服に着替えて、顔も洗って、歯磨き、髭剃りも済ませた。“セントロへ

のバス”しか、頭に無かったが、“セントロ”は、国内線の空港地区のことらしく、私の考

えていた地下鉄駅ではなかった。バスを降りて、空港内のインフォーメーションで、係

員のお姉ちゃんに、地下鉄のイパネマ駅に行きたい旨尋ねたら、バスがあるらしい。

言われたバスに乗り込んで、何とか、イパネマ駅まで、たどり着いた。 

 

  

（空港からのリオデジャネイロの近郊）    

  

 

 イパネマ駅で、地下鉄の“プレ・パゴ”と言う（スイカ・）パスモのような地下鉄の券を

６０レアル分購入。多分、これで、１５、６回分乗れるであろうか。地下鉄駅の近くのタク

シー乗り場から、ホテルの地図と住所のプリントを見せながら、最初のインディオ風の

叔父さん運転手の車に乗ろうとしたら、何故か断られた。二台目の白人運転手は、OK

とのことで、乗り込んだ。 
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（イパネマ駅近辺）              （タクシーからの海岸風景） 

  

 

 当初のインディオ風の運転手が、断った理由は、目的のホテルのビジガルハウスは、

当初の海岸沿いの道路は、スムースに飛ばしたが、途中から、狭そうな上に、周りに、

車の停めて有る坂道を登りだし、白人運転手は、車を止めては、２、３回、周りの人に

聞きだして、やっと探し当てた。“ケデセ、コンラ、ベルタ！（御つりは、いりません！）”

と御つりを、チップとして支払った。運ちゃんにも、スペイン語が通じる。しかし、見る

からに、ひどい建物で、とんだホテルに、申し込んでしまったものだと反省しても始ま

らない、ドアをノックしたら、当初、（翌日のコルコバードの丘への御一緒した、アンドレ

に聞くまで、勘違いしていた。）ホテルのオーナーかと勘違いしていたアルゼンチンの

旅行客のフアンさんが、ドアのロックを外して入れてくれた。 

 フロントのビクトリアは、英語が旨く、（残念ながら、この日だけで、後は、名前を忘れ

たが、姉の方の対応となったが、英語は、ビクトリアよりは、プアーで、スペイン語を交

えたりしてやっと通じた。）近くのレストランは、美味しい、明日のリオデジャネイロ市内

観光には、イパネマまで、５２５番のバスで、翌日のコルコバードの丘へは、コカコバナ

まで、９番だったかのバスで、行って、そこから、マイクロバスで、コルコバードの丘へ。

帰りは、近くの地下鉄使って、イパネマ駅、５２５番のバス、で戻り。更に、帰りの国際
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空港までには、２０１８番のバスで行ける等教わって、紙に書いてもらって、一安心。

ホテル近辺の地図をくれて、近所のコンビに、スーパーの場所を教えてくれた。部屋

に入ると、タオル、石鹸等が無いので、スーパーへ買いに行くことにして、まずは、腹

が減ってはと、ホテルから、ちょっと坂の上のインディオ料理人、店員のレストランへ。 

 

  

（泊まったビジガルハウス）    （ホテルの近辺） 

  

（小さな近所のレストランの二階から）      （ホテル近辺、ここは、坂道） 

 

 昼食は、ほぼ、スペイン語が通じるので、魚料理を注文した。野菜と味付けご飯が

出てきて、美味しい料理であった。ビ－ルを飲んだこともあってか、大き目タオル二枚

と、ボデー・シャンプ、水のペットボトル、大き目一本と持ち歩き用二本を買って来た。

タオルをビクトリアに見せたら、それは、テーブル掛けとのこと。まあ、タオル代わりに

使うしかあるまい。ホテル近辺は、坂道ばかりで、ビ－ルも回ってか、少々、昼寝する

ことにした。 

 夕方起き出したが、坂下のバスの停留所まで、行って見ることにした。往復だけで、
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坂道ばかりで、相当疲れる。帰って来て、坂上のレストランへ。 また、ビ－ルと、今度

は、スパゲティ料理は無いとのことで、チーズ・パスタを注文した。当然、チップ付きで

支払ったが。TV も無い部屋に戻って、ちょっと早過ぎるが、シャワーは、明日朝にして、

寝ることにしたが、今日は、土曜日なので、ホテルの周りも、大きな音楽が響いている。

多分、真夜中の十二時を回っても、ガンガン響き渡っているので、ちょっと、見に行く

ことにした。 

 

  

（坂道の広場で、野外音楽会か）      （ビジガルは、安全だとの叔父さんと） 

 

  

（近くのディスコハウス二階に上がって行ったら、写真 OK してくれた） 
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 戻って、部屋も、夜は、涼しいので、クーラーは、止めて、騒音も無視して寝ることに

した。しかし、リオのカーニバルは、既に終わったはずだが、それにしても、お祭り騒ぎ

の好きなブラジルの人達ではある。 

 

○ ３月２０日（日） リオデジャネイロ市内観光 

 

 朝は、早い時刻から起き出して、朝の運動に、散歩に出かけた。坂道ばかりで、ここ

に住んだら、私の高血圧、糖尿等は、半年もたてば、治るような、運動量である。 

 戻ると、インディオ風の叔母ちゃんが、朝食を準備していた。髭の白人のお兄ちゃん

が、朝食が出来るのを待っていたので、何処からか、聞いてみたら、オランダからとの

ことで、私も、２，３年前に、アムステルダム等に行った等話をした。学生風であるが、

学生ではなく、ニートのようであった。このお兄ちゃん、朝食一人分、お盆ごと持って、

部屋で食べるようなので、私もまねをした。 
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（泊まったビジガルハウス）         （何しろ坂道ばかりの地区である） 

  

（ここも坂道） 

 

 ホテルからの、ジグザグの坂道を下りて、海岸線の停留所まで、１０～１５分は掛る。

登りは、もっと時間が掛りそうだ。途中の小さなお店で、オレンジ・ジュースを買う。ス

ペイン語の“カント、エス？（幾らですか？）”が、通じて、返事の数字も“ドス（２レア

ル）”と同じである。停留所では、そんなに待たずに、５２５番のイパネマ駅行きのバス

が来たので、１４レアルかのお金払って乗り込んだ。 
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（バス内部）                  （バスの車窓からの海岸線の風景） 

 

 バスの運転手には、ここでも、何度も、イパネマ駅で降りること強調しておいたので、 

その内、運ちゃん、イパネマ駅の近くを教えてくれて下りた。 

 

  

（中央の山、ビジガルか）            （この先、地下鉄のイパネマ駅） 

  

（帰りの５２５番バス乗り場）         （乗った地下鉄内部） 
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 地下鉄は、今思えば、駅にも、お巡りさん数人で、巡回しているし、地下鉄内にも、

時々、何人かで巡回しているので、マドリッドの時と同じで、お巡りさんのいる昼間の

地下鉄は、安全なようだ。まずは、観光施設の多くある“ウルガイアナ駅”へ。 

 今日は、日曜日なので、大きな建物が続くが、人通りは、少ない。最初に、サンベン

ト修道院を目指したが、直に、カンデラリア教会が目に入ったが、ここは、帰りに見る

ことにし、サンベント修道院は、何人かの通りの人に尋ねたが、通り過ぎてしまって、

アマンハ（？）博物館に着いてしまった。近くには、海軍施設も有った。 

 アマンハ博物館は、長蛇でもないが、列が出来ているので、入るのは止めた。近く

は、海岸線で、景色は良かった。 一旦、道を引き返したら、サンベント修道院への行

き先表示が目に入って、通りを右折したら、門があり、修道院らしいので、自動車の入

場整理をしている守衛さんに、入れてもらった。 

 

  

（最初に目に入ったカンデラリア教会） （人通りは、少ないが、大きな建物が続く） 

 

  

（アマンハ（？）博物館）       （海軍施設） 
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（サンベント修道院）            （今日は日曜日で、多くの人たちが来ていた） 
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 ついで、最初に目に入ったカルデラリア教会へ。 

 

  

（カルデラリア教会） 
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 地下鉄で、隣のカリオカ駅へ。 

地下鉄駅の出たところの地図表示板で、最初、チラデンチス宮殿を探すが、地図表

示されてないようで、良く分からない。駅の近くの国立美術館をしばらく歩いて探すが、

分からない。通り掛かりの叔母様達に聞くと、英語も通じて、日曜日で、まだ開館して

ない美術館は、目の前だった。叔母様、知ったかぶりで、入り口は、反対側の通りだろ

うとのことだったが、美術館の周りを一回りして、元に戻ったら、丁度、１２時ごろになり、

開館して入り口が開いており、入る。（日曜日は、開館が、１２時だった。） 

 

  

（国立美術館） 
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（通りの向う隣の市立劇場）            （サント・アントニオ修道院･教会） 

 

 国立美術館の通り隣は、市立劇場、地下鉄駅に戻って、駅の南側のサント･アントニ

オ修道院・教会に行ったが、日曜日で、信者が大勢来ているせいか、守衛さんが、入

れてくれなかった。駅からの通りを南下すると、カテドラル・メトロポリターナの建物が、

見えてきた。 

 

  
（カテドラル・メトロポリターナ） （遠く、コルコバードの丘のキリスト像が、見える） 

 

 カテドラル･メトロポリターナの坂を上って行ったら、途中で、明日行く予定のコルコ

バードの丘のキリスト像が、小さく見える。コルコバードの丘は、超有名で、休日は、

混雑がすごいと言うので、明日の月曜日に行くは、当初から計画しておいた。 
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 昼を、大分回ったので、お腹が空き、カテドラルの長椅子に座って、持って来た地球

の歩き方に載っているカルデアル・アルコベルデ駅近くのイタリアン・レストラン“パス

タ・エ・パローニ”を探して行くことにした。 

 駅を降りて、地球の歩き方の地図片手に、通り掛ったチョビ髭の叔父さんに、“パス

タ・エ・パローニ”と書いた紙を見せ、このレストランは、何処ですかと、スペイン語で

尋ねたら、何と、日本語の“こんにちは！”が、返って来た。日本の企業と取引のある

メキシコ人で、英語だったか、スペイン語だったか忘れたが、この通りの先だとのこと

で、途中まで、一緒に付いて来てくれた。別れる際には、十字路では、立ち止まると、

物をひったくられるので、絶対に、立ち止まらないよう注意してくれた。”グラッシャス、

アディオス！“と別れた。十字路で、白バイのお巡りさん二人がいたので、同じように

聞いたら、十字路の向かい側の看板指差して、直分かった。 

 スパゲティ料理注文し、セルベサ（ビ－ル）、白ワインも頼んだ。スパゲティ料理は、

期待し過ぎか、味は、普通のような気がした。しかし、歩き疲れたビ－ル、白ワインは、

美味しくて、ほろ酔い気分になった。近くの海岸線など見て、再度、カリオカ駅に戻っ

て、探せなかったチラデンチス宮殿を見に行くことにした。 
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（パスタ・エ・パローニ店内） 

  

（レストランの近くの海岸線） 

 

   

 （この通りではなかったようだが、このような人気の無い昼の通りで襲われた！） 
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 一度来ているカリオカ駅ではあるが、駅を出て、直に、通り掛りのお姉ちゃんに、チ

ラデンチス宮殿（Ｐａｌｅｃｉｏ・Ｔｉｒａｄｅｎｔｅｓ）の書いた紙見せて、行き方、教わると、当

初、北の方向を教えたが、何故か、同じく通り掛りの叔母ちゃんが、何か、ポルトガル

語で、我々に、叫んでいる。（今思えば、北は、危ないから、一人で行かせるのは、危

険だとか何か言ったようだ。）そうすると、何故か、このお姉ちゃん、南の方向を指示

する。まあ、いいかと南に進んで、通りを向かってきた叔母様二人に聞くと、英語が通

じて、やはり、北で、“北は、危険だけれど、この道を真っ直ぐ”とのことで、北に進みだ

したが、確かに、通りは人通りが、少なく、何故か気味が悪くなり、途中で、引き返すこ

とにした。人の居ない自動引き出しの銀行から、先程の叔母様二人、出てきて、“どう

したの？”と聞いてきたので、“ホテルに帰ります。”と伝えて、反対の駅の方に、しば

らく進むと、いきなり、そう、軽そうな（？）賊が、背後から、私の首を絞めて引き倒され

た。“コンファウンチ、ユー！（多分、馬鹿野郎！）”と叫んで、振り返ると、賊は、まさ

に、かき消えていた？・・・・状況を飲み込めず、まず、荷物を調べたら、取られた物は、

何もなさそうだ。見ると、道路の反対側から、４、５人の叔母様連が、“ラドロン？（泥

棒？）“とか、言いながら進むのを少し躊躇しながら、やって来て、通り過ぎた。（ラドロ

ンは、スペイン語と同じ）、私は、それでも、賊の消えた理由が良く飲み込めず、叔母

様連には、お礼も言わずに、地下鉄駅を、首をかしげながら、降りていった。地下鉄駅

には、お巡りさんが、２，３人いたので、近くの通りで襲われた話、英語で訴えたが、英

語通じず、入り口はこっちだとの様な素振りをするので、仕方がないので、帰ることに

した。まさに、襲われた際、反対方向から、あの叔母様連が、来なかったらと考えると、

実に、背筋がぞっとする。軽くて、気を失って、荷物を取られて、帰国は、何日も延び

ただろう。最悪、ボコボコにされ、怪我をさせられ、入院、帰国は、一二ヵ月後・・・・・・。

まあ、罪が重くなるので、殺しはなさそうではあるが、貧しい環境は、他人の痛みなぞ、

理解しようともしない人間を輩出してしまうようだ。今回は、何も取られず、何も無くて

良かったが、怖さでは、１０年位前の杭州での”ぼったくり“以上に怖かった。 

 イパネマ駅からは、バスで、運ちゃんに、ビジガルで降りること強調して乗り込んだ。

お陰で、何とか、ビジガルのバスの停留所の近くで降りることが出来た。 

 ホテルでは、ファンさんが居て、フロントのお姉さんを呼び出してもらって、二人に、

今回の襲撃の話などしたら、何故か、ファンさんが、明日は、暇だから、コルコバード

の丘行き、付き合ってくれるような話になった。この時点では、ファンさんは、ホテル

のオーナーと勘違いしていたので、ガイド料として“カント、エス？”など聞いたら、何

故か、Ｎｏ！ Ｎｏ！と無料とのこと。明朝は早く、フロント、７時出発とのことだったので、

ここで、更に、“メ、プエデ、デスペルタール、マニアナ、ア、ラス、セイス？（明日、６時

に起こしてください？）なども、（図々しく？）頼んで、ＯＫしてもらって、何時もの近くの

レストランへ、夕飯を食べに出かけた。 
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（夕飯のビフテキ料理）                  （ファンさんと）  

 

 ビ－ルと、ビフテキ、パン、サラダと頼んだが、ビフテキは、分厚くて、半分ほどでし

か食べられず、パンなど、手付かず、サラダも食べ切れないので、愛想のいい店員イ

ンディオが、ちょっと、怪訝そうな顔をして、残った皿を引き取っていったが、ちょっと、

かわいそうなことをしたか。戻って、今日も、早くから、就寝。 

 

○ ３月２１日（月） コルコバードの丘へ、帰国 

 

 ファンさんに、起こしてもらう前から、起き出して、パッキング。隣は、客が居るような

ので、６時過ぎまで、シャワーは、煩いだろうと、遠慮して、６時過ぎに、シャワーに行

こうとしたら、ファンさんに、会った。（隣のアンドレ、アナさんも起こしに来たようだ。） 

 結局、今日は、ファン（４４歳のアルゼンチンからの旅行客）、アンドレ（大学卒業した

ばかりで、お祝いに、坊主に、されて、坊主頭のアルゼンチンのお兄ちゃん）、ティナ

（ドイツ娘で、アンドレの彼女）、私と、４人で、コルコバ－ドの丘へ行くことになった。 

 ４人で、ホテルから、坂道を下りて、バスの停留所の近くで、タクシーを捕まえ、コル

コバードの丘を登る登山電車の停車場まで。ここは、たいした額でなかったので、私

が、支払った。アンドレが、コーヒーのミルクの料を、どれくらいにするか聞いてきて、

（ミルクの量が、何種類も有るらしい。）近くのパブのような店で、朝食のハム・ト－スト、

ジュース、コーヒーは、御馳走になった。 

 ファンさんは、登山電車の下の駅で、待っているとのことで（先週の、金曜日に、既

に帰ったアルゼンチンの彼女と登ったので。）、アンドレ、ティナ、私と、登山電車で登

って行った。 
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（タクシーの車窓から）           （登山電車の駅に有ったビジガル近郊写真） 

  

（登山電車の社内） 

  
                     （単線で、対向車線をやり過ごす） 

  

 アンドレ、ティナさんとも、英語が旨いので、会話はスムース。ファンさんの件は、三

人で話す中で、アルゼンチンからの４４歳の旅行客であることが分かった。 
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                           （アンドレ、ティナさんと） 

   
 

  

（ティナさんと）                  （アンドレ、ティナさんと三人で） 

 

 私が、ファンさんが、旅行客と分かって、“エス、ムイ、シンパティコ。”（彼は、非常に、

フレンドリーだ。）と言ったら、アンドレが、“ムイ、アマブル！（非常に、親切！）言い直

してくれて、シンパティコとアマブルの違いが、理解できた。 

 ティナさんには、持論の“女性の幸せは、母親になること。”など、話したが、ちょっと、

そうかなと言うような顔をしていたので、分かって貰えたかどうか？ 
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   何故、朝飯（８時から）の前の朝の７時出発の理由が、分かった、この、そんなに

広くない丘には、我々が、帰る頃には、沢山の観光客で一杯になって、動き回るのも

大変なくらいになってきた。日本人、観光客も来ていて、帰りの登山電車の待合で、

少々話した。昨日は、昼間なのに、襲われた話をして、グループ行動は、安全ですと

話したら、驚いていた。日本人のガイドが、待合の人数は、入り口で、人数カウントし

ているので、全員座れる話をしているのが、聞こえたので、アンドレ、ティナにも、教え

てあげた。登山電車が、下の駅まで着くと、ファンさんが、下で待っていた。帰りも、タ

クシー捕まえて、一緒に帰ることにした。ファンさんの親切のお礼に、まだ、１０回以上

は乗れる地下鉄のプレ・パゴ、ファンさんに、上げた。アンドレには、もう帰るので、蚊

除けのティシュ薬上げた。ここも、私が支払おうとし、メーターは、４０数レアル位だっ

たのに、三人が、運ちゃんと交渉して、３０レアルに、負けさせて、５０レアル札出した

ら、２０レアル札戻ってきた。三人は、ホテルに戻って、昼食を取ったら、海岸に、遊び

に行くとのことで、私も誘われたが、私は、帰ると伝えた。ホテルに着いて、皆に、昼

食御馳走しますよと誘ったが、アンドレ、ティナさんは、昼食を、朝、コルコバードへ行
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く前に、途中で買ったサンドイッチなどで済ませるようなので、ファンさんを誘って、昼

食を食べに行った。月曜日で、何時ものレストランは、閉まっていて、ファンさんが、

何時も食べているらしいインディオの叔母ちゃんのやっている小さな店に入った。 

 ビ－ルで、ここは、“サルード！”と乾杯。鶏肉の揚げ物、スパゲティ、魚料理、お米

料理などを、自由に御皿に盛って食べる。中々美味しい。勘定では、少々足りない分

は、ファンさんが、払ってくれた。 

 何故こんなに、親切にしてくれるのだろうとかと思うほど、三人は、親切にしてくれる。

帰りのバスの時刻をフロントで聞いて、四人で、停留所まで降りていったが、私の重

いリックは、ファンさんが背負ってくれる。停留所の近くのアイスクリーム屋さんでは、

お礼に、皆にご馳走してあげた。 

 

  
（ホテルの狭いフロントで） 

  

（帰りの停留所へ向かう途中で） 

 

  停留所に着いてので、“グラシャス！アヂオス！”と当然、三人は、海岸に行くと思

って、御礼を言って別れようとしたら、三人とも、空港行きのバスが来るまで、付き合

ってくれた。バスに乗り込み、“ムチシマス、グラシャス、アディオス！”を連発して、皆

と別れた。昨日の襲撃は、ショッだったが、これでは、旅は、止められない！ 
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 空港は、ターミナル１、ターミナル２とあり、ターミナル２の終点で降りた。マイアミま

では、ブラジルの叔母ちゃんで、スペイン語で少々話したか。マイアミ、シカゴ間は、

国内線だったので、アルコールのサービスは、なし。シカゴから、成田までは、アメリ

カン航空との提携のＪＡＬ航空だった。こちらは、当然、一度に、ビ－ルと白ワインが

飲める。しかし、長いフライトでした。着きました成田空港。 

 日にちは替わって、３月２３日（水）の午後の３時頃。京急の電車の中で、香港からの

ペアーが、地下鉄の地図など見ているので、何処までか聞くと、押上乗換えが、分か

らなくて迷っていたとのことで、教えてあげた。これから、桜の季節で、良い時期調べ

て来たらしい。 

 

○ エピローグ 

 

 TS社の（調達）の KA さんに、（彼女は、リオデジャネイロに、留学したことがあり、今

回は、リオの資料を貰ったり、大変お世話になったので。）、『オブリガード（ありがとう）』

と言う表題で、帰国後早速メールした。（彼女の、許可無く、勝手に掲載致します。） 

 

 前略 

日頃は、大変お世話になっております。 

さて、K さんの『リオは、十分気をつけてください！』の意味を体感して来ま

した。帰ってから、リオの経験者からの話では、山の上の貧民街へ入ったら、 

出て来られなくなるとの事でしたが、今回は、ビジガルという山の中腹の、ま

あ、貧民街の安宿に泊まったのですが、こちらは、安全でしたが、カリオカと

言う地下鉄駅から、午前中は、何のことなく、サンベント修道院、カンデナリ

ア教会、近くの国立美術館など、回って、地下鉄で、別の駅まで行って、イタ

リアン・レストランの美味しい店を探して、スパゲティは、普通でしたが、ビ

－ルと白ワインは、美味しくて、ほろ酔い加減で、再度、チラデンチス宮殿行

ってなかったので、カリオカに戻って、多分、まだ、３時ごろだったと思い 

ますが、何故か、宮殿の行き方、教わる人（二回）皆が、北は、危ないという

ので、途中まで行って、急に、気が変わって、地下鉄の駅に、戻ろうと引き返

したら、いきなり、後ろから、首を絞められ襲われました！ 

 最初、何が起きたか、分かりませんでしたが、何故か、英語で”コンファ

チ、ユー！”（多分、馬鹿やロー）と怒鳴って、振り返ったら、賊は、消えて

いた。ここは、ラドロン！ジャメ、ラ、ポリシア、ポル、ファボール！”の 

スペイン語が良かったのだろうが、後の祭り。賊が、何故、消えたかは、運良

く、白人の叔母チャマ連が、前から、やって来たからでした。それからは、急

に、恐ろしくなり、ビジガルの安ホテルに戻りました。ここで、アルゼンチン
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の旅行客（中年の叔父さん、卒業旅行のお兄さん、その彼女のドイツ娘）に、

この話をしたせいか、翌日は、例のコルコバードの丘へは、皆で、一緒に回り

ました。親切な、人達で、帰りには、中腹の山から、私のリュックを背負って

くれて、バス停で、エアポート行きのバスが来るまで見送ってくれました。 

コンティニュー、紀行文。  

早々 

 

 

 彼女からの返信は、以下の通り。 

 

栗原さん 

 

 ご無沙汰しておりました。早速のご報告をありがとうございます。 

無事に（？）帰還され、安堵しております。 

カリオカ駅の周辺は危ないエリアも多いですが、観光するところも 

様々あって面白いですよね。 

ラ、ポリシア、ポル、ファボール！ 

このままポルトガル語としても通じますので、次回リオへいらっしゃる 

際はぜひご留意いただけたらと存じます。 

続編の紀行文、楽しみにしております。 

 

 K 

 

 その後、ファン、アンドレ、ティナさんには、写真添付でメールしたのです

が、残念ながら、ファンさんは、パーマネント・エラー、アンドレ、ティナさ

んには、添付ファイルをＰＤＦにも（一回は、１０分の１の写真をＷｏｒｄ

に、貼り付けたファイル送った。）したのだが、大き過ぎてか、届いたかどう

か、返信が無いので不明。（シカゴの Billさんから、お礼の返信メールあ

り。） 

 

                  中年からの海外旅行 第三十章 完 

 

 

 


